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町
議
会
の
畜
産
視
察
記
(二)

二
九
名
で

十
五
万
羽
養
谷

日
本
一

を
誇

る
神
奈
川
県
座
間

の
十
五
万
羽
蓿
鴆

、
話

に
き
い
た

以
上
の
壮
観
で
あ

る
。
敷
地
の
広

さ
、
環
境

の
良
さ

、
組
合
員
の
団

結
、
鶏
舎
の
数
と
そ
の
構
造
、
鶏
糞

や
肉
鶏
の
処
理
、
殊
に
養
鶏
の
生

命
で
あ

る
飼
料
の
安
価
利
用

な
ど

ど
の
一
つ
を
と
っ
て
見
て
も
勉
強

に
な
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る

‘。
近

頃
、
農
業
構
造
の
改
革
と
か
、
協

業
経
営
の
推
進
と
か
叫

ば
れ
て
各

地一
各
様
の
経
営
が
試
み
ら
れ
、
必

ず
し
も
そ
の
成
功
者
が
多
く
な

い

と
き
、
こ
の
中
央
養
鶏
農
業
協
同

組
合

こ
そ
は
、
今
後

の
協
業
経
営

と
協
同

組
合

の
運
営
に
範
を
示
す

も
の
で

あ
ろ
う
。

糾
　
沿
革

昭

和
三
十
二
年
三
月
二
十
五
日

組
合
員
七
肚
帯
一
七
名
出
資
金
一

千
万
円
で
設

立
、
現
在
組
合
員
二

九
名

、
出
資
予
約
貯

金
五
千
万
円

§
　
事
業
内
容

―
、
購
買
事
業
　

飼
料
、
薬

品
、

ヒ
ナ
等
の
共
同

財
入

２

、
販
売
事
業
　

鶏
卯

、
食
鶏
、

鶏
糞
の
共
同
販

売

３

、
信
用

事
業
　

販
売
代

金
の
全

部
を
貯

金
し
、
購
買
代

金
に
ふ

り

か
え

る
。

㈱
　

施
設

と
用
地

―
、
敷
地
　

八
町
三
反

２
、
建
物
　

事
務
所
八
棟
、
飼
料

工
場
五
棟

３

、
鶏
舎
　

木
造
二
三
四
棟

、
鉄

骨
一
〇
棟

４

、
機
器
　

鶏
糞
火
力
乾
燥
機
一

飼
料

づ
フ
積
タ
ン
ク
七
、
飼
料

用
機
四
　

冷
凍
冷
蔵
器
三

鰰
　

組
織
と
共
同
化

こ
の
組
合
員
は
、
以
前

東
京
横

浜
周
辺
で
養
鶏
を
行

な
っ

て
い

た

が
、
環
境
の
面

か
ら
更

に
規
模
の

拡
大
を
す
る
た
め
、
こ
こ

に
移
り

集
団
化

と
協

業
化

に
よ
っ
て
今
日

の
隆
盛
を
画
し
た
。
そ

の
識
見
構

想
に
お
い
て
、
ま
さ
に
第
一
線

を

選

び
と
つ
だ
方

々
で
あ

る
。

㈲
　

完
全
な
飼
料
対
策

飼
料
は
す

ぺ
て
づ
フ
で

購
入
し

た
原
料
を
配

合
譏

に
よ
り

毎
日
作

っ
て
配

給
す
る
。
原
料
価
格
の
刄

動
と
産
卵
期
に
よ
ｈ
ソ
、
原

料
を
合

理
的
に
変
更
す

る
の
で
、
新
鮮
で

し
か
も
完

全
な
飼
料
が
安

く
出

来

る
。
こ
こ
に
七
割
産
卵

と
コ
ス
ト

戟
下

の
原

理
が
あ
る
。

㈲
　

育
す
う

も
バ
タ
リ
ー
で

育
す

う
器

は
干
羽

と
五
百
羽
用

と
し
、温
源

は
プ

尺
（

ソ
ガ
ス
、
寒

季

一
〇
日

、
暖
季
三
～

五
日
間

位

給
温
し

、
何
れ
も
二
週
間
以
内

に

次

の
幼
ひ

な
バ
タ
リ
ー
に
移
す

。

六
段
式
幼
ひ
な

。バ
タ
リ
ー
に
四
十

五
日
間
お
き
、
次
に
屋
外
四
段
バ

タ
リ

ー
に
六
〇
～
七
五
日
間
、
次

に
中
ひ
な
用
三
段

。バ
タ
リ

ー
に
移

さ
れ
る
。

（
以
下
次
号
）

東
北
本
線
の
複
線
化

四
十
年
度
に
完
成

東
北
本
線
の
電
化

と
複
線
化

に

つ
い
て
は
、
白
石
市
外
沿
線
八
町

村
が
期
成
同
盟
会
を
結

成
し
て
、

長
い
間
熱
心
な
運
動
を
続
け
て
き

た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
大
宮
仙
台

間
の
電
化

か
完

成
し
、
複
線
化
工

事
も
お
い
お
い
進
め
ら
れ
て
関
係

町
村
民
を
よ
ろ
こ

ば
せ
て
い
た
矢

先
。
突

如
と
し
て
丸
森
線
が
東
北

本
線
の
一
環
と
し
て
本
年
度
か
ら

着
工
す

る
と
新
聞
は
報
道
し
た
。

丸
森
線

が
出
来

る
こ
と
も
結
構
で

あ
る
が
、「

東
北
本
線
の
一
環
と
し

て
」
と
な
れ
ば
事
重
大
で
あ
る
。

そ
こ
で
期
成
同
盟
会
は
、
去
る
五

月
二
十
二
日
白
石

市
公
会

堂
に
お

い
て
「
東
北
本
線

複
線
化

早
期
実

現

咏
け
っ
起
大
会
」

を
開
き

、
そ

の
決
議
を
も
っ

て
代
表
者

が
上
京

し
、
国

鉄
本

社
に
陳

情
し
た
。

当
町

か
ら
参

加
し
た
赤

井
畑
町

長
と
大
沼

議
長
の
報

告
に
よ
れ
ば

丸
森
線

の
着
工

に
関
係
な
く
、
本

線
の
複
線
化
は
四
十
年
度
ま
で
に

完

成
す

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
赤

井
畑
町
長

と
大
沼
議
長
の
談

話
を

要
約
す

る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
国
鉄
当
局
と
し
て
は
、
さ
き

に
発
表
し
た
五
ヶ
年
計
画
は
、

既
定
方
針
ど
お
り
実
現
す

る
。

鉄
道
建
設
審
議
会
の
答
申
に
は

「
東
北
本
線
の
一
環
と
し
て
」

と
い
う
字
句
は
入
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
で

あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
を
要
約
す

る
と
、
東
北

本
線

は
、
来
る
四
十
年
度
ま
で

に
必
ず
複
線
化
が
完
成
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。
」

落成式を待つ藤田小の屋体
( 上)…屋体全景.
( 下)･‥内部正面 ステージ

好
評
た
っ
た
移
動
農
事
相
談
所

今
後
も

ど
う
ぞ
つ

ゞ
け
て

五
月
十
八
日
か
ら
三

日
間
、
午

前
、

午
後
の
二

回
づ
っ
、

各
農
協

等
五
ヶ
所
で

移
動
農

事
相
談

所
を

開
設
し
た
。

こ
れ
は
国

見
町
役

場
、
農
改
普

及

所
、
農
協

、
公
民
舘

、
各
推
進

員
協
調
会

、
農
事
研
究
会
な

ど
の

共
催
で

、
当
面
す

る
各
種
農
作
業

に
つ
い
て
懇
談
す
る
た
め
に
開
い

た
も
の
で
、
時
あ
た
か
も
農
繁
期

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
会
場
も

盛
会
で
、
今
後
も
継
続
し
て
開
か

れ
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。

熊
坂
経
済
課
長
の
開
会
の
後
、

次
の
講
話
が
あ
っ

た
。

○
上
手
な
除
草

剤
の
使

い
方

佐
藤
普
及
員

○
田

植
時
の
注

意
　

高
坂
普
及
員

○
馬
鈴
薯
お
よ
び
野
菜
の
肥
培
管

理
　
　
　
　
　

甲
野
藤
普
及
員

○
春
夏
の
養
鶏
の
注

意

中
川
斎
普
及
員

○
果
樹
の
手
入
、
無
袋
栽
培
に
つ

い
て
　
　
　
　
　

鈴
木
普
及
員

尚
熱
心
な
質
疑
応
答
の
後
、
公
民

舘
鈴
木

主
事
よ
り
ラ

ジ
オ
農
業
学

校
の
利
用

に
つ
い
て
、
テ
ー
プ

Ｊ

１

ダ
ー
を
使
っ
て
説
明
し
た
。

今
後
も
適
当
な
時
期
と
場
所
を

選

ん
で
実
施
す
ろ
予
定
な
の
で

、

町
民
各
位
の
参
加
を
希
望
す

る
。

社
教
だ
よ
り

○

徹
底
し
た
小
坂
の

部
落
映
画
会

小
坂
地
区

視
聴
覚
係

は
、
各
部
落

会
長
の
要
請
に
よ
り

、
全
部
落
に

わ
た
り
巡

回
映
画

会
を
開

い
た
。

北
辰
、
エ
ル
モ
の
両
譏

を
使
い
、

技
術
者
総

が
か
り

で
五

月
廿
六
日

か
ら
五
日
間
毎
晩
二
会

場
づ
つ
実

施

し
た
。
農
繁

期
に
も

か
か
わ
ら

ず
ど
の
会

場
も
超

満
員

の
盛
況
で

特

に
老
人

、
婦
人

層
か
ら
感
謝

さ

れ
た
。
ブ
ロ
ダ
フ

ム
は
次

の
通
り

鳰
枝
（
四

巻
）
心
を
つ

な
ぐ
缸

（

五
巻
）
日
本

の
交
通
（
二
巻
）

主
婦

の
時
間
割
（
二
巻
）
外

吻

技
術
者

は
次
の
四
名
で
、
そ
ろ

つ

て
名
前

に
一
が
つ
い
て
い

る
の

も

お
も
し
ろ
い
。

安
藤
良
一
、
若
林
清
二

佐
藤

洋
二

菅
野
善
一

○
新
生
活
運
動
モ
デ
ル

地
区
に
指
定

森

江
野
地
区

は
こ

ん
ど
新
生
活
運

動
の
モ
デ
ル
地
区

に
指
定

さ
れ

た

の
で
、
近

く
各
種
団
体
代
表
者
が

会

合
し
て

そ
の
段
取

を
す

る
こ
と

に
な
っ
て

い
る
。

○
こ
と
し
も
夫
妻
学
級

森

江
野
地
区
で

は
一
昨
年

か
ら
夫

妻
学
級
を
開

い
て
夫
妻
共
学
の
実

を
あ
げ
て
き
た
が
、
こ
と
し
も
第

三

期
生
を
募
集
し
、
近
く
開
講
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
と
し

は

、
第
二
期
生
の
推
せ
ん
す
る
三

〇
組
の
夫
婦
で
、
こ
れ
ら
の
お
し

ど
り
た
ち
は
ま
る
で
小
学
校
の
一

年
生
の
よ
う
に
胸

を
わ
く

わ
く
さ

せ
な
が
ら
入

学
の
日
を
待

ち
わ
び

て
い
る
。

○
粟
野
、
霊
山
と
交
歓
金

徳

江
南
部
若
連
会
（
会
員
二
四
名
）

で

は
、
去

る
五
月
二
日
午
前
九
時

か
ら
梁
川

町
粟
野
公
民

舘
で
粟
野

霊
山
両
青
年
団
と
交

歓
会

を
行
っ

た
。
先
づ
三
者
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
活

動
状
況
の
報
告
を
し
、
次

い
で
分

科
会
に
わ
か
れ
、
こ
れ
か
ら
の
青

年
団
の
進
み
方
や
男
女
交
際

、
仲

間
作
り
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
ク
リ
エ

ー

シ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
話
し
あ

い
、
み
ん
な
で
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を

し
て
別
れ
た
。

○
大
木
戸
で
も

季
節
保
育
所

農
繁

期
に
開

か
れ
る
季
節
保
育
所

は
、
幼
児
を
か
か
え
る
人
手
不
足

の
農
家
に
と
っ
て
救
い
の
神
で
あ

る
。
森
江
野
地
区

で
は
こ
れ
ま
で

通
り
徳
江
南
部
と
塚

野
目
の
両
公

民
舘
に
開
設
さ
れ
た
が
、
こ
と
し

は
大
木
戸
で
も
旧
中
学

校
舎
を
利

用
し
て
開
設

さ
れ
、
み

ん
な
に
感

謝
さ
れ
て
い
る
。

○
混
合
チ
ー
ム
で

ソ
フ
ト
大
会

森
江
野
青
年
団

で
は
、
五
月
五
日

県
北
中
学
校
ど
フ
ウ
ソ
ド
で
、
男

女
混
合
（
男
五
女
四

）
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

を
開
き
、
楽
し
い
節

旬
の
一
日
を
過
し
た
。
参
加
七
チ

ー

ム
、
成
績
左
の
通
り

１
位
徳
江
南
部
　

２

位
旭
　

３

位
徳
江
北
部

○
機
関
誌
で
文
化
活
動

徳
江
南
部
若
連
会
（
会
長
蓬
田
晋

一
君
）
で
は
文
化
活
動

の
一
つ
と

し
て
譏
関
誌
「
あ
ゆ
み
」
　一
六
ペ

ー
ジ
を
発
行
し
て
い
る
が
、
こ
ん

と
第
十
七
号
が
で
き
て
団
員
に
配

ら
れ
た
。
又
森
江
野
青
年
団
（
団

長
宍
戸
惣
仏
衛
君

）
で
も
「

あ
ぶ

く
ま
」
第
十
一
号
十
ニ
ペ
ー
ジ
が

発
行
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も
ガ
リ
版

ず
り
の
り
つ
ぱ
な
も
の
で
。
こ
れ

を
「
み
ん
な
の
広
場
」
と
し
て

話

し

あ
い
に
使
い
、
又
「
ふ
る
さ
と

の
便
り
」

と
し
て
出
稼
ぎ
中
の
全

団
員
に
贈
つ
だ
と
の
こ
と
。
尚
「

あ
ぶ
く
ま
」

に
寄
せ
ら
れ
た
鈴
木

校
長
先
生
の
う
た
一
二

○
金
魚
鉢

を
洗
い
終
り
て
水
張
り

て

金
魚
屋
く

る
を
待
ち
い
た
り

け
り

○
今
日
も
ま
た
は
る
か
な
君

は
和

歌

よ
み
つ
桃
の
畑
に
草

を
取
る

ら

ん
○

藤
田
小
で
研
究
会

六
月
二
十
八
日
蔵
田
小
学
校
で
、

国
語
科
教
育
の
研
究
会
を
開
く
。

こ
れ
に
は
一
市
三
郡
の
先
生
方
三

百
人
が
集
ま
る
の
で
藤
田
校
の
先

生
方
は
大
（

リ
ギ
リ
で
あ
る
。

夏よ早くこい／

森江野小学校にU‾プ ール」完成

地
区
民
の
永
い
間
の
念
願
が

か
な
っ
て
、
森
江
野
小

学
校
に

水
泳
プ

ー
ル
が
完
成
し
た
。

こ
れ
に
は
、
地
区

内
の
全
戸

が
去
る
三
月
末
ま
で
に
一
般
募

金
を
完
了
す
る
と
い
う
た
く
ま

し
い
熱
意
が
も
と
と
な
り

、
町

当
局
も
苦

し
い
財

政
の
中

か
ら

当
初
予
算
に
工

事
費
を
計
上
し

た
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
を
は
じ
め
各
種
団

体
の
代
表

者
た
ち

が
促
進
委
員

会
を
結

成
し
て
、
プ
ー
ル
建
設

の
実
現

を
推
進
し
は
じ
め
て
四

年
、
根
強

い
努
力

は
こ
こ
に
実

を
結
び
、
長
さ
二
十
五
封
、
巾

八
び
の
見

事
な
プ
ー
ル
が
、
小

学
校
の
玄

関
前

に
出
現
し
た
の

で
あ
る
。

今
年
度
に
入
り

、
四
五
月
の

農

繁
期
に
、

二
戸
一
人
の
奉
仕

作
業
が
四
百
人

に
も
及
び
、
工

事
施
工
者
川
島
組
（
川
島
徳
太

郎
氏
）
の
献
身
的
な
努
力
と
相

ま
っ
て
バ

ふ
事

は
予
想
外
に
は

か
ど
り
、
今
は
水
を
入
れ
る
ば

か
り
に
な
っ
た
。

六
月
一
日
、
こ
の
完
成
の
喜

び
を
鈴
木
校
長
は
次
の
よ
う
に

語
っ

た
。

「
こ
の
農
村
地
帯
の
学
校
で

し
か
も
十
一
学
級
と
い
う
小

規
模
の
小
学
校
で
も
、
水
泳

プ
ー

ル
を
持
て
る
と
い
う
こ

と
は
、
郡
内
は
も
ち
ろ
ん
他

郡
に
も
例
の
な
い
こ
と
で
、

ほ
ん
と
に
有
難
く
心
か
ら
喜

ん
で
い
ま
す

。
阿
武
隈
川

の

危
険
さ
、
地
区
内
の
小
川

や

堤
の
不
衛

生
を
考
え
た
と
き

ど
う
し
て
も
本
校
に
は
必
要

だ
と
、
地
区
民
の
皆
様
が
、

あ
げ
て
建

設
の
熱
意
に
も
え

て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
で
、

こ
と
し
か
ら

の
夏
季
体
育

指

導
、夏

休
み
の
生
活
指
導

、安

全
教
育
は
う
ま
く
い
く

し
、

大
切
な
校
舎
の
防
火
に
も
役

立
つ
。
森
江
野
Ｊ
い
や
、
国

見
町
の
恒
久
的
な
財
産
で
あ

り
、
す
ば
ら
し
い
教
育
施
設

で
す
。
町
当
局
や
議
会
の
皆

様
を
は
じ
め
、
促
進
委
員
の

方
方
、
土
地
提
供
者
の
方
な

ど
に
、
四
百
の
子
ど
も
た
ち

に
代
っ
て
心
か
ら
お
礼
を
申

し
あ
げ
、
た
い
せ
っ
に
使
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
」

な
お
、
六
月
十
日
頃
完

成
し

た
あ
と
、
六
月
い
っ
ぱ
い
水
を

張
っ
て
お
き
、
プ
ー
ル
開
き
は

七
月
三
日
（
月
）
に
行
わ
れ
る
予

定
の
よ
う
で
あ
る
。

夏
よ
早
く
こ
い
囗
一
　
と
森
江

野
の
子

ど
も
た
ち
は
は
り
き
っ

て
い
る
。

「
写
真
」
は
完
成
ま
近

い
森
江

野
小
の
プ
ー
ル
全
景
（
六

月
一
日
う
つ
す

）
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青年特集号

連
青
新
年
度
発
足

私
達
は
友
愛
と
共
励
を
信
条
と
し
て

地
域
社
会
を
よ
く
す
る
た
め
に
活
動

す

る

昭
和
三

十
六
年
度

国

見
町
迎
合
青
年
団

第
七
回
通
常
総
公

は
、
去
る
三
月

二
十

六
日
午
前
九
時
よ
り
青
年
研

修
所
で
開

か
れ

、
業
務
及
び
決
算

報

告
乖
認

の
あ

と
、
役
員
選
挙
を

行
な

い
、
別
夢
の
と
お
り
団
長
、

副
団
長
、
監
事
の
新
役
員
が
決
定

し

た
Ｏ
爾
事
務
局
長
以
下
の
役
員

は
四
月
二
十
七
日
の
評
議
員
会

の

承
認
を
得
て
団
長
か
ら
委
嘱

さ
れ

、
こ
こ
に
国
見
連
青
の
新
年
度

は

発
足
し
た
。

若
林
新
団
長
は
本
年
度

の
活
動

方
針
を
含
め
次
の
よ
う
な
挨
拶
を

し
た
。団

長
あ

い
さ
つ

団
長
　
若
林
　
清
一

こ
の
た
び
団
員

諸
君

の
ご
推
挙

に
よ
り
ま
し
て
国

見
町
連
合
青
年

団
の
団

長
に
就
任

致
し
ま

し
た
。

浅
学
短
才
、
も

と
よ
り
そ

の
う
っ

わ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、

団
員
並
に
先
輩

の
み
な
さ

ま
の
ご

指
導

ご
鞭
握
に
よ
り
、
何

と
か
責

務
を
は
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す

。

「
主
張
」
に
も
述
べ
て
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
産
業
経
済
的
に
も
、
思

想
的
に
も
、
社
会

の
大
き

な
う
ね

り
の
中
に
お
っ
て

、
わ
れ

わ
れ
青

年
は
共

に
み
が
き

、
共

に
は
げ
ま

し
あ
っ
て
進
む
た
め
、
一
層
団
結

を
固
め
、
効
果

的
な
運
営

を
は
か

つ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す

。
そ

れ
が
た
。め
、
わ
れ

わ
れ
の
活
動
方

針
を
左

の
三
点

に
し
ぼ
り
ま
し

た

の
で
、
団
員
の
み
な
さ
ん

は
も
ち

ろ
ん
、
地
域
社
会

の
方
方

ご
了
承

の
上
、
ご
協
力
下

さ
い
ま
す

よ
う

お
願
い
申
上
げ
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

一
、
組
織
を
強
化
す

る
た

め
団
員

相
互
の
親
睦
を
深

め
よ
う
。

一
、
新
生
活
運
動

と
と
り
く
み
、

新
し
い
生
活
様
式
を
う

ち
た
て

一

、
民

主
団

体
と
の
提
携
を
図
り

社

会
の
矛
盾

を
と
り
除
こ
う
。

新
役
員
決
る

四
月
二
十
七
日
青
年
研
修
所
で

開

か
れ

た
第
一
回
評
議
員
会
に
於

て
次

の
新
役
員

が
承
認
委
嘱
さ
れ

た
。団

　

長
　

若
林
　

清
一
　

小
坂

副
団
長
　

佐
藤
　

洋
一
　

大
枝

同
　
　
　

佐
藤
　

洋
子
　

小
坂

監
　

事
　

小
林
　

幸
夫
　

大
枝

同
　
　
　

小

野
　

光
一
森
江

野

同
　
　
　

半
沢
　
　

摶
　

厚

樫

（
以

上
は
総
会
澀
出
）

事
務
局
長
中
野
　

忠
重
　

藤
田

同
　

次
長
佐
藤
　

春
夫
　

小
坂

会
　

計
　

八
島
　

博
正
　

藤
田

総
務
部
長
玉
手
．
正
平
　

大
枝

副
部
長
　

宍
戸
惣
兵
衛
森
江
野

文
化
部
長
佐
野
喜
代
志
森
江
野

副
部
長
　

瀬
戸
　
　

孝
　

大
枝

体
育
部
長
矢
部
　

安
男
　

藤
田

副
部
長
　

遠
藤
　
　

剛
　

厚

樫

産
業
部
長
斎
藤
　

修
一
　

厚

樫

副
部
長
　

佐
藤
　

隆
夫
森
江
野

家
政
部
長
鈴
木
　

ヨ
ネ
　

大
枝

副
部
長
　

仲
野
　

良
子
　

小
坂

（
以

上
団
長
委
嘱
）

主 �張

転
換
期
の
農
業
と

団
活
動
の
お
り
方

所
得
倍
増
政
策
に
と
も
な
い
諸
物
価
の
値
上
り
が

ム
ー
ド

化
し
て
い

る
今
、
一
た
び
農
村

に
眼
を
向
け
て
み
る
と
ど
う

で
あ
ろ
う

か
、
曲
り
角
に
立
つ
農
業
と
は
近
頃
よ
く
呼
ば
れ

る
言
葉
だ
が
、
池
田
首
相
の
農
民
六
割
削
減
論
か
ら
始
つ
だ

農
業
基
本
法
の
問
題
な
ど
を
考
え
て
見

る
と
経
済
の
好
況
の

か
げ
に
農
村
の
前
途
は
暗
た
ん
た
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
も
こ
の
農
村
が
内
包
す
る
苦
怖
と
青
年
団
が
直
面
し

て
い

る
問
題
点
は
不
離
密
接

の
関
係

に
あ

る
。

以
下
こ
Ｘ
で
は
青
年
団

の
問
題

を
中
心
に
述
べ
て
い
き
た

い
と
思
う
。

昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
特
に

青

年
団

の
団
員
数
が
減
り
、
そ
の

減
り
方

に
ひ
と
か
だ
な
ら
ぬ
も
の

を
感
ず

る
の
で
あ
る
。

。

た
ｙ

団
員
数
が
減
つ
灸
と
云
う

の
な
ら
ば
、
今
迄
に
も
あ
つ
た
事

で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
近

頃
の
こ

の
開
題
は
、
単
に
青
年
団

の
問
題

と
し
て
解
決
す
る
事
の
出

来
な
い

大
き
な
社
会
問
題

を
含

ん
で
い
る

も
の
と
し
て
や
は
り
、
み

ん
な
で

考
え
て
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
　

特

に
農

閑
期
の
冬
期
間
、
青
年
団

の
活
動

に
於
て
特
に
は
な
は
だ
し
い
。

即
ち
、
出
か
せ
ぎ
に
出
て
し
ま

う
青
年
が
多
い
事
で
あ
り
、
恰

か

も
冬
期
間
の
農
村
は
婦
女
子

と
年

よ
り
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
農

村
に
活
気
も
な
け
れ
ば
、
又

魅
力

す
ら
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
し

か
も
若
い
女
子
青
年
は
、
農
村
へ

詼

入
す

る
の
を
嫌
う
傾

向
は
ま
す

ま
す

積
る
の
み
で
あ
る
。
こ

の
事

を
悪
い
事
で
あ
る
と
云
う
事
は
云
’

え
な
い
処
か
、
都
会

や
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
の
嫁

さ
ん
に
な
れ
る
機
会

の

あ
る
人
は
、
無
理
し
て
農
村
へ
嫁

入
り
す
る
必
要
も
な
い
事
を
筆
者

は
近

頃
感
ず
る
の
で

あ
る
。
な

ぜ

な
ら
、
あ
ま
り
に
も
農
村

と
都
市

と
か
、
給
料
者
と
の
間
に
差
が
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

今

年
の
田

植
風
景

を
み
る
と
、

二
三

年
前
の
風

景
と
は
異
な

る
、

と
云
う
の
は
若

い
青
年
が
少
な
く

年
輩

の
人

々
や
婦
女
子

が
多
い
と

云
う

事
で

あ
る
。
農
繁

期
が
こ
の

様
で
あ
る
か
ら
今
後

は
ま
す
ま
す

こ
の
傾
向
が
激
し
い
で

あ
ろ
う
。

農
杜
の
労
働
力

が
不
足
し
労
賃

が
上
り
、
経
営
面
で
苦
し
く
な
っ

て
來
て
い
る
の
に
、
生
産
物
価
格

は
値
上
り
す
る
処
か
、

豊
作
貧
乏

の
徴
候
さ
え
見
え

る
。

青
年
団
が
、
楽
し
み
の
少
な
い

農
村
の
中
に
お
っ
て

レ
タ
リ
Ｉ
Ｉ

シ
ョ
ソ
を
求
め
て
活
動
し
て
来
た

も
の
の
、
最
近

の
様

に
交
通
機
関

の
発
達
に
よ
っ

て
、
都
市
が
身
近

な
も
の
と
な
っ

た
今
で
は
青
年
団

に
対
す
る
若

い
人

々
の
魅
力
は
半

減
し
て
し
ま
う
。

青
年
団

に
魅
力
も
必
要
性
も
感

じ
な
い
青
年
が
増
し
、
そ
し
て
又

経
済
問
題

か
ら

、
農
家
の
収
入

が

農
業
外
収
入

に
た
よ
っ
て
来
て
い

る
時
、
青
年

が
農
村
を
離
れ
、
青

年
団

に
入
ら
な
い
の
は
一
つ
の
必

然
性
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
こ
れ
で
良
い
の
で
あ
ろ

う
い
。
特

に
農
村
地
帯
の
産
業

の

す

べ
て
が
、
農
業
生
産
物
で
生
活

し
て
い

る
我
が
町
で
こ
れ
で
良
い

の
で

あ
ろ
う

か
。

町

そ
の
も

の
が
、
青
年

の
少
な

い
、
年

を
追
っ
て
老
令
化
し
て
い

く
現
象

は
、
町
の
発
展

に
は
大
き

な
障
害

と
な

る
事

は
間
違

い
な

い

事
実
で

あ
る
。

叉
青
年
達

に
魅
力
の
薄
れ
て
来

て
い

る
農
業

を
、

希
望
の
持
て

る

様

に
経
営
を
改
善
し
い
協
業
化
と

か
、
集
団
化
と

か
、
合
併

に
よ

る

農
協

の
強
化

と
か
、
長

期
計
画

に

よ
る
特
産
物
生
産
と

か
で
町
の
若

い
’者

が
力
を
合
せ
て
、
な
ん
と

か

こ
の
苦
境
を
乗
り
切

る
為
に
立
ち

上
る
様

に
す

る
必
要
も
あ

る
。

又
青
年
団
も
こ
の
ま

Ｘ
団
員
の

減
少
を
問
題
視
せ
ぬ
な
ら
ば
、
二

三
年
後

に
は
解
散
寸
前
に
追
い
こ

ま
れ

る
の
は
火
を
見
る
よ
り
も
明

ら
か
で
あ
る
。
量
的
に
馘
少
し
て

い
る
時
、
そ
の
質
が
開
題
に
な
っ

て
来

る
、
や
は
り
体
質
改
善
と
云

う
言
葉
が
青
年
団

に
も
あ
て
は
ま

る
Ｏ青

年
団
の
団

員
減
少

と
云
う
一

づ
の
現
象
と
と
ら
え
て
、
大

ざ
っ

ぱ
に
問
題
点
を
拾
っ
て
見
た
が
、

こ
の
様
に
ち
よ
っ

と
し
た
開
題
で

あ
っ
て
も
、
こ
の
問
題
は
す
べ
て

の
農
業
問
題

を
含
み
、
こ
の
解
決

策
は
、
単
に
青
年
団
の
み
で
解
決

出
来
ず
、
町
政

に
お
け
る
町
の
経

済
問
題
、
そ
し
て
公
民
舘
活
動
に

よ
る
青
少

年
問
題
、
又
各
農
家
の

農
業
に
対
す
る
考
え
方
の
再
検
討

と
農
業
経
営
の
改
善
、
そ
し
て
青

年
団
の
体
質
改
善
と
各
々
の
立
場

に
お
い
て
対
策

を
立
て
る
必
要
を

痛
感
す
る
も

の
で
あ

る
。

も
し
こ
の
問
題
を
軽
視
す
る
と

す
れ
ば
、
近
き
将
来
大
き
な
問
題

と
な
る
事
で
あ
ろ
う
。
今
か
ら
で

も
遅

く
は
な
い
。
解
決
策
を
な
ん

と
か
考
え
様
で
は
な
い
か
。
特

に

町
内
の
良
識
者
に
青
年
団

に
対
す

る
助
言

を
願
う
。

ソ
フ
ト
大
会
な
ど
新
設

本
年

度
行
事
及
予
算

去

る
五
月
十

日
行
な

わ
れ
た
部
員

会

、
役
員
会

に
於
て
立
案
さ
れ
た

今
年
度
行

事
、
予
算

は
十
六
日
開

か
れ

た
評
議
員
会

に
於
て
、
次
の

よ
う

に
決
定

さ
れ

た
、

今
年

は
体
育
部
で
従
来
行
な
わ
れ

て
い

た
球
技
大
会
が
廃
止
さ
れ
、

新
し
く
男
女
混
合

に
よ
る
ソ

フ
ト

大
会

が
設
け
ら
れ
た
。

▽
国
見
連

青
予
算

収
　

入
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円

前
年
度
繰
越

金
　

九
、
〇
七
〇

負
担

金
　
　
　
　

一
〇
、〇
〇
〇

共
催

金（
助

成
金
）
七
、〇
〇
〇

事
業

収
盆

金
　
　
一
〇
、〇

三
〇

合
　

計
　
　

三
六
、
一
〇
〇

支
　

出

事
務
局
費
　
　
　

五

、〇
〇
〇

負

担
金
　
　
　
　

二

、
六
〇
〇

派
遣
費
　
　
　
　

二

、五
〇
〇

事
業
費
　
　
　

二
六
、〇
〇
〇

会
　

計
　
　

三

六
ご

Ｏ
Ｏ

▽
各

部
行
事（

カ
ツ
コ
内
は
予
算
）

総
務
部
（
九
、
五
〇
〇
円

）

団
歌
制
定
　
　
　

随

時
募
集

指
導
者
講
習
会
　

一
月
下
旬

団
員
研
修
会
　
　

二
月
下
旬

映
画
会
　
　
　
　

八
月
下
旬

体
育
部

二
二
、
〇
〇
〇
円

）

男
女
混
合
ソ
フ
ト
大
会
七
月

登
山
　
　
　
　
　

八
月
上
旬

バ
ス
ケ
．ツ
ト
ボ
ー
ル
大
会一

月

卓
球
大
会
　
　
　
　
　

二
月

ダ
ン
ス
会
　
　
　
　
　

随
時

文
化
部
（
八
、
五
〇
〇
円
）

演
劇

ク
ラ

ブ

（

ブ
ロ
ッ

ク
参
加
）

コ
ー
ラ

ス
ク
ラ

ブ

広
報
活
動

講
演
会

家

政
部
（

一
、〇
〇
〇
円

）

料

理
研

究
会
　
　
　
　

随
時

産
業
部
（
四

、〇
〇
〇
円

）

農

事
視
察
　
　
　
　
　

九
月

農

事
講

話
　
　
　
　
　

一
月

ラ
ジ
オ
農
業

講
座

お
願
い

こ

の
特
鵞
号

に
あ
ら

わ
れ

た
こ

と
な
り

、
常
日
頃

の
わ
れ
く

青
年
団

の
こ

と
に
つ

い
て
、
直

接
又

は
紙

上
を
も
っ

て
ご
指
導

を
下

さ
る
よ
う
ぉ
願

い
申
上
げ

ま
す
。国

見
町
連
合
青
年
団

先
生
方
の

勞

忤
み

の
る

文
部
省
で
は
、
新

し
い
時
代
に

合
っ
た
教
育
を
す
す
め
る
た
め
に

小
中
学
校
の
教
育
課
程
を
全
面

的

に
改
正
し
た
。
国
見
町
の
先
生
方

は
、
こ
の
改
正
さ
れ
た
教
育
課
程

に
も
と
ず
く
教
育
を
す

る
た
め
、

各
教
科
の
教
育
計
画
案
を
作
り
、

こ
れ
を
り
つ
ぱ
に
印
刷
し
、
町
内

の
各
学
校
に
配
付

し
た
。
こ
の
大

事
業
は
、
森
江
野

小
学
校
の
鈴
木

咬
長
先
生
を
委
員

長
に
、
全
職
員

協
力
し
て
研
究
編
さ
ん
に
当
り
、

県
内
ま
れ
に
み
る
り

つ
ぱ
な
も
の

で
あ

る
。

【
写
真
】
は
そ
の
研

究
物
の
山

「
百
姓
の
妻
に
座
り
た
く
な

い
」
と
云
う
Ｍ

子
さ
ん
へ
　
山

森
江
野
　

Ｙ
　
Ｍ
　

生

Ｍ

子
さ
ん
、
あ
な

た
が
「
百

姓
の
妻
に
は
な
り
た
く
な
い
」

と
い
５

そ
の
理
由
は
わ

か
り
ま

し
た
。

た
し
か
に
あ
な
た
の
云
う
様

に
、
現
在
の
百
姓
に
は
娯
楽
も

な
く
、
姑
づ
と
め
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
重
労
働

だ
、
お

ま
け

に
金
も
な
い
…
…
と
考
え

て
見
れ
ば
い
や
に
な
る
事
だ
ら

け

の
様

に
一
見
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
ら
の
事
は
、
は
た

し
て

ど
う
に
も
な
ら
な
い
事
な

の
で
し
ょ
う
か
。
僕
は
、
こ
れ

ら

の
事
は
自
分
の
考
え
一
つ
で

全
部
解
決
出
来
る
開
題
の
様

に

思

い
ま
す
。

ま
ず
「
娯
楽
が
な
い
」

と
い

う
こ

と
か
ら
検
討
し
て
滉
ま
し

あ
な
た
は
、
娯
楽
と
い
う
も

の
は
映
画
や
演
劇
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
を
見
た
り
き
い
た
り
す

る
こ
と
だ
け
と
考
え
て
い

る
様

で
す
。
し
か
し
、
同

じ
娯
楽

に

も

、
そ
う
い
っ
た
消
費
的
な
も

の
の
外
に
、
生
産
的
な
娯

楽
も

あ
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
に

わ
と
り
の
飼
育
を
受
け
持

ち
、

ひ
よ
こ
の
時
か
ら
か
わ
い
が
っ

て
育
て
た
も
の
が
、
や
が
て
親

ど
り

に
な
っ
て
、「
昨
日
は
卵

を

六
つ
生

ん
だ
」
　「
今
日
七
つ
」

よ
し
、
明
日
を
楽
し
み
に
す
る

…
…
と
】こ
う
様
な
考
え
は
ど
う

で
し
よ
う
。
又
農
作
物
、
た
と

え
ば
水
稲

に
し
て
も
、
苗
代
か

ら
田

植
、
田
草
取
、
消
毒
と
丹

精
し
て
育
て

た
稲
が
秋
に
な
っ

て
み
ご
と
に
黄

金
の
波
と
化
し

た
の
を
見
る
時
の

よ
ろ
こ
び
、

そ
の
感
激
は
、
映
画
や
演
劇
等

の
一
時
的

な
娯
楽
の
比
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

娯
楽
と
云
う
も
の
は
、
自
分

の
心
を
な
ぐ
さ
め
、
や
す
ら
ぎ

と
う
る
お
い
を
与
え

、
明
日
の

仕
事
に
励

ま
し

と
勇
気
を
つ
け

て
く
れ
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
百
姓
は
重
労
働
だ
と
云

う
問
題

は
ど
う
で

し
よ
う

か
。

Ｍ

子
さ
ん
、
あ
な
た
は
毎
日

野
良
仕
事
に
出

て
い
て
「
こ
の

自
分
の
し
て
い
る
仕
事
は
、
お

父
さ
ん
や
お
母

さ
ん
、
兄

さ
ん

達
に
手

伝
っ
て
い
る
の
だ
」
と

云
う
考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い

の
で
す
か
。
同

じ
仕
事
を
す

る

の
で
も
、
自
分
か
ら
進
ん
で
や

る
場
合
と
、
い
い
付
け
ら
れ
て

し
ぶ
し
ぶ
や
る
場
合
と
で
は
、

体
力
の
消
粍
、
疲
労
の
度
合
は

い
ち
ぢ
る
し
く
ち
が
う
も
の
で

す

よ
日
姓
を
き
ら
っ
て
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
妻
に
な
っ
て
も
思
っ

た

よ
り
暮
し
が
楽
で
は
な
く
、

し
か
た
な
し
に
内
職
を
や
る
様

に
な
っ

た
場
合
、
体
力
の
消
耗
、

疲

労
の
度
合

は
百
姓
仕
事
に
勝

る
と
も
劣

る
と

は
断
言
で
き
な

い
と
思

い
ま
す

。

そ
れ

で
は
第
三

の
問
題
「
姑

づ
と
め
が
大
変
だ
」
と
云
う
の

は
ど
う
で
し
よ
う
。

僕

は
ま
だ
若

い
の
で
、
昔
の

嫁
さ

ん
の
姑
づ
と
め
が

ど
ん
な

だ
っ

た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が

し
か
し
、
現

在
の
諠
さ
ん
の
生

活

だ
っ
て
、
ひ
ど
い
も
の
だ
と

云
う
程
で
は
な
い
と
思
う
の
で

す
が
…
…
逆
に
嫁

さ
ん
に
い
び

ら
れ
る
姑
さ
ん
の
愁
歎
話
な
ど

も
あ
る
程
で
す
。

最
後

に
農
村
は
貧
ぼ
う
だ
と

云
う
問
題

Ｍ
子

さ
ん
よ
、
あ
な
た
は
、
百

姓
が
な
ぜ
貪
ぼ
う
な
の
か
考
え

て
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
、

毎
日
毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
こ

ん
な
に
働
い
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
ま
ず
し
い
く
ら
七

を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
か
。
百
姓
は
貧

ぼ
う
だ
か
ら

と
云
っ
て
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
生
活

に
あ
こ
が
れ
、
現

在
の
生
活
か
ら
逃
避
し
よ
う
と

す

る
前
に
、
我

々
青
年
と
一
緒

に
「
今
は
こ
ん
な

に
貧
し
い
生

活
だ
が
私
達
の
手
で
き
っ
と
明

る
い
楽
し
い
農
村

を
築
き
上
げ

ま
し

よ
う
」

と
云
っ
て
は
く
れ

な
い
の
で
す

。

６月・ラジオ農業学校

( 午前6 .30～6.45 )

16日　み んなの広場

17 日　全国放送

19 日　馬鈴薯の疫病とテソトムシダ

マ シ

20 日　農繁期のつかれをなくそ5

21 日　大豆の中耕と除草 剤の使い 方

22 日　衛生的な食生活（ 食中毒 ）

23 日　み んなの広場

24･日　全国放送

26 日　食ぺ物による寄生虫

27 日　穂肥のやり方

28 日　花芽の分化

29日　 上手な2  ｰ 4D . の使い方

30 日　みんなの広場

種
子

の
更
新
は

三
年
毎

に
夕

大
小
麦
更
新
用
種
子

の
嘸
込
は
お
早
く
・：

六
月
二
十
五
日
ま
で

主
要
農
作
物
種
子
法
に
よ
り
優
良

種
子
を
毎
年
森
江
野
に
圃

場
を
設

け
、
黻
重
な
審
査
を
行
な
い
、
合

格
品
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。
今

回
左
記
優

良
種
子

を
配
布
い
た
し

ま
す
。
種
子
確
保
の
都
合
も
あ
り

ま
す

の
で

、
六
月
二
十
五
日
ま
で

部
落
の
農
業
改

良
推
進
員
に
申
込

み
下

さ
い
。
代

金
は
追
っ
て
発
表

い
た
し

ま
す

。

品
種

○
大
麦
　

関
取
三
号
・

ム
サ
シ
ノ

ム
ギ

ー
ツ

ク
バ
裸

○
小
麦
　

農
林
六
四
号（

経

済

課

）

編集後記
○

ま
た
じ
ま
ん
の
た
ね
が
ふ
え

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
―
屋

体
・
プ
ー
ル

完

成

○
き
い
た
り
、
見

た
り
、
た
ま

げ
た
り
。
Ｉ

議
会
視
察
団

○
天

は
自
ら
学
ぶ
も

の
を
助
く

Ｉ
移
動
農
事
相
談
室
・・
ラ

ジ

オ
農
業
学
校

○
今
ど
き
の
青
年
の
な
や
み
Ｉ

幸
福
の
青
い
鳥

信
ど
こ
に
い

る
？・

○
嫁
が
よ
ろ
こ
ん
で
来

る
よ
う

な
農
村
、
息
子
が
安
心
し
て

働
け
る
農
家
、
若
者
の
問
題

は
即
ち
お
と
な
た
ち
の
問
題

で
す
。

○

農

繁

期

の

栄

養

食

に

気

を

つ

け

ま

し

よ

う

○

つ

と

め

て

ラ

ジ

オ

農

業

学

級

を

き

き

ま

し

よ

う
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